


































































































































































































































































































































































































































































































































すなわち，これらを小学校英語の「授業内容j として取り扱うことが妥当だと，本論では

提案したいと考える。

そこでさらに，なぜ，これらの文法項目に苦手意識が生まれてしまうのかを考察する。

中学生が英語につまずく理由として，田尻 (2014) は英語の語11慣について言及しているω

前述したように，中学生がつまずきやすい中 lの2学期前後では，ちょうど be動詞と一般

動詞を終えた後に，三単現や疑問調，助動詞を用いた文法事項の習得に追われるため，そ

れらの基本的な形(肯定文や否定文，疑問文)の語順についての知識が混同し始めてしま

うのではなし、かと考えられるむむろん，ここでつまずいてしまえば，以降に習う文法事項

(過去進行形や過去形)にも当然に影響を及ぼしてしまい，結果として中学生の約 7割が

英語を苦手としているといった現状を生み出してしまっているのではなし、かと推測されるι

つまり，小学校英語における「授業内容Jとして，中学生が最もつまずきやすい be動詞，

一般動詞，三単現，疑問詞，助動詞を，その語順に重点を置いた形で取り扱うことが重要

ではなし、かと考えるο

3.5. まとめ

ここ玄で，小学校英語教育の目的実現を達成するための「授業活動Jと「授業内容」に

ついて，考察とそれに基づく提案を行ってきた。授業活動と授業内容の 2つの観点に基づ

いた理由は，中学英語で習うような授業内容を，ただ単純に早期教育と言う名のもとに従

来の中学英語と同じ形で小学校英語に前倒ししただけでは，そのつまずくタイミングが小

学校に早まるだけに終わってしまうという懸念があったからである。つまり，だからとそ，

小学生ならではの授業活動で，中学以降にも応用できる授業内容を組み合わせることに重

点を置いたのである。

上記の議論を踏まえ，次節では本論で推奨する「授業活動Jであるチャンツ教育と，前

述した「授業内容Jを実際に組み合わせた上で，具体的なチャンツの形式や英文等を検討

していくこととする。

4.チャンツの構成

4.1.形式

先述した「授業内容Jを取り入れるためのチャンツを構成するにあたり，その形式に関

するいくつかの留意点について，本節では言及する。

第一にチャンツ活動で、取り扱う英語を，英単語重視から英文重視へと移行することが必

要であると考える。今日，多様なチャンツの教材や動画が実際に存在しているものの，チ

ャンツの現状はそれらの多くが英単語の暗唱に重きを置いているものが多い。例えば， WHi， 

friends!Jlに掲載されているチャンツから 1つ具体例を挙げると，当チャンツ活動で、はアノレ

ファベッ卜の読み方とそれに関連する特定の英単語を暗唱することを目的としているとと

が伺える。しかし，本論では小学校英語の到達目標の向上のために，チャンツを活用しな

-255一



がら従来の小学校英語よりも高度な「授業内容Jを展開することを提案しているため，そ

の「授業内容Jを満たすには既存の英単語重視のチャンツだけでは不十分であると考えら

れる，そこで，英単語重視のチャンツではなく，英語のより長いまとまりである英文を使

用したチャンツを本論では推奨したい。そうすることによって，ここで掲げる「授業内容」

である中学英語での弱点を予防すること，すなわち英文法の語順の理解促進に効果的であ

ると考えられるからである。その際に英文を組み立てる上での詳しい要素については，次

章で論じることとする。

続いての留意点は，チャンツで英文を扱う際に，その英文の語順や英文法についての理

論的な説明代避けることが望ましいという点である。理由として，文法的な観点からそれ

らの説明をすることは，結局は従来の中学校英語のものと類似するやり方となってしまい，

チャンツ活動を通して学んだとしても，結局は英文法への苦手意識の芽生えを小学校段階

に早めてしまうことに繋がってしまう懸念があるからであるr つまり，そのような理論を

使って教えるのではなく，児童が英文を口に出す活動であるチャンツが持つ記憶面におけ

る強みを利用した指導が効果的であると考えるω 具体的には，上記の英文法を含む英文を

チャンツとして組み込み，それらの発声を繰り返すことで，自然にその英文に含まれる英

文法の形や語順が一種のリズムのような感覚として小学生に定着することを期待するので

ある。このように，小学生のうちに英文法や語順をリズムとして体に取り入れることで，

中学以降になされる英文法の理論的説明のスムーズな理解の礎を築くことを目的とする。

最後の留意点は，チャンツを行う際の視覚的な工夫の必要性があるという点である。現

状で存在するチャンツ教材のほとんどは，イラストやカラーを用いた映像をリズムに合わ

せて表示するスタイノレを取っているが，これらは小学生の興味や楽しさを維持させ，彼ら

を飽きさせないためにも効果的であり，必要不可欠であると考える。さらにこれらの既存

の工夫に加え，もう lつの施すべき視覚的工夫として，本論では英文を表示する際の文字

の色の規則性を作ることを提案する。上述したように，このチャンツでは活動を通して暗

示的に英文法や語順を身に着けさせることを目的としているため，品詞ごとに特定の色の

/レーノレを定めた上で、英文を表示することを徹底することで，耳で聞くことと目で見ること

の両方からのアプローチが可能となり，自然とその語順の規則性を身に付ける際の助けに

なるのではなし、かと考えるからである、

4.2.英文の構成要素

続いて本節では，チャンツで用いる英文を組み立てる際に留意すべき要素として，以下

の2点を挙げる。

まず，チャンツとして取り扱う英文に盛り込む英文法は，既述した中学での苦手文法項

目と考えられる be動詞，一般動調，三単現，疑問詞，助動詞 canとし，これらが含まれて

いる出来るだけシンプノレな英文を作成する。文章自体が長いものや，構造が複雑な文章で

あると，口に出すこと自体が困難になってしまい，子どもが抵抗感を感じやすくなってし

まう懸念があるからである。
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次に，この英文を構成する英単語についてだが，それらは中学英語で習う最重要英単語の

中から選出することとする》その際， Linkage Club (2012)がまとめた rNEWHO則ZONlJ 

rNEW CROWN lJ rSUNSH別ElJ rONE WORLD lJ rCOLUMBUS 21 lJすべてに共通して

掲載されている英単語のデータと，ティーエスアイ (2013)がまとめた rTOTALENGLISHlJ 

に掲載されている英単語のデータの 2つを使って比較したときに，それら 6つの主要教科書

すべての中で掲載されているものを最重要英単語と定義し，一覧に玄とめたものが以下の表

である。なお，上述した通り，作成する英文はシンプ/レな構成を意識するため，この表には

最小限の文の要素として動詞と名詞だけを選出した。これらの英単語を使用することを推奨

する理由は，チャンツを用いて明示的に英文の語順を習得するという目的と共に，中学以降

での重要英単語をも自然に身に付けることができる可能性も生まれると考えるからである。

表 1:6つの主要教科書すべてに掲載されている英単語一覧

動詞 answer ask be begin bring call 

carry clean close come cry do 

eat enJoy feel find finish Get 

glve go have hear help hold 

keep know learn leave like listen 

live look love make mean meet 

ロlove open play practlce put read 

remember ride run save say See 

send show sleep speak start stay 

stop study take talk teach Tell 

thank think understand use visit wait 

walk watch work 

名詞 animal anyone anything baseball basketball bed 

bird birthday book box boy breakfast 

brother bus cake car CD chair 

child Clty class club country dinner 

door dream earth eight English evenmg 

everyone example fall family father festival 

five food forest four Friday friend 

game girl hand he head her 

hers homework house July l品目

language letter life lunch man March 

May minute Monday ロlOney mornlng mouth 
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ロlUSlC name night nlne nothing parent 

park people picture plece place present 

problem question restaurant right nver roo立1

Saturday school scientist season September seven 

she shop SlX soccer sport sprmg 

story street student summer Sunday table 

tea teacher them ten tenms they 

thing thirty this those thousand three 

t1me train tree tnp Tuesday TV 

twelve two water way we weather 

Wednesday week 

以上 2つの要素に留意しながら作成した英文を用いることで，本論で推奨する「授業内

容Jの実現に向けたチャンツの構成が可能になると考えるω

5.今後の課題

ここまでの内容では，小学校英語の到達目標の向上の示唆を行った上で，そのための具

体的な授業方法と内容について，チャンツ教育の推奨という観点から論じてきた。しかし，

本論において提案した英語教育を実行するためには，依然として課題が存在していること

も事実である。本章では，これまでの議論を踏まえた上で、の今後の課題について述べる‘

本研究内容に対する最たる課題は，指導者の英語力や指導スタイノレの差異に関わらず，

上記の授業内容を一定の普遍性を持って実行できるか否かである内現状の小学校教員は，

英語を教えるための特別な資格を必要とされていないこともあり，彼らの英語力や指導

力 ・指導方法にもパラつきが生じてしまっている事実は否めない。また，文部科学省にお

いて小学校教員の英語力向上は目標として掲げられているが，それが短期間に劇的に向上

し， 教員聞の足並みを一定レベノレに統一させることは当然難しい。そこで今後の課題とし

ては，たとえ小学校教員の資質や指導スタイノレに個人差が存在していても，それらをカバ

ーしながら上記の授業内容を各小学校で展開できるような導入方法を追求することが必要

である J 具体的には，前章で言及した具体的なチャンツ活動を，現状にある小学校英語の

テキスト WHi，合iends!.llもしくはそれに代わるものへの導入を目指すことが挙げられる。そ

うすることで，上述した授業内容は指導を行う際の lつの客観的な指標となり，児童の英

語学習に効果的であるだけではなく，小学校教員が授業を行うためのガイドライン的な役

割も果たすことが期待される。そして教員聞に生じる個人差を乗り越えた上で，小学校英

語の到達目標向上のための授業展開の実現に近づくと考えられる内
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6.おわりに

現在のグローパノレ化が推進されていく世界では，コミュニケーションをはかるツーノレと

しての英語の役割は大きく ，それは 21世紀を生きる人間にとって必要不可欠な能力となっ

てきて¥，、る。そしてそのような世界にこれから羽ばたいていく子どもに対し，その能力を

育成すること，すなわち英語教育が果たすべき役割は大きい。そこでその英語教育の最初

の一歩になろうとしている小学校英語教育について本論では，その効果を最大限に引き出

すために大きく 2つの提言を行った 小学校英語教育における到達目標を向上させること

と，そのための具体的な授業活動としてチャンツを豊富に取り扱うことである。この提言

は，小学校英語教育についてなされてし、る多くの議論のうちの氷山の一角にすぎなし、かも

しれないが，それでもこのように子どもの未来について教育の観点から改めて考えること

で，今後の日本の教育，とりわけ英語教育の発展の一歩になると考える。
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シ
ョ
ン
文
化
の
歴
史
と
現
在
』
角
川
学
芸
出
版

西
谷
真
理
子

編

二
O
一
二
『
相
対
性
コ
ム
デ
ギ
ヤ
ル
ソ
ン
論

な
ぜ
私
た
ち
は
コ
ム
デ
ギ
ヤ
ル
ソ
ン
を
語
る
の
か
』
フ
ィ
ル
ム
ア
l
ト
社

フ
イ
ン
ケ
ル
シ
ュ
ク
イ
ン
・
ジ
ヨ
ア
ン

二
O
O七
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
文
化
社
会
学
』
(
成
実
弘
史
訳
)
せ
り
か
書
房

-24-

ハ
ラ
ウ
ェ
イ
・
ダ
ナ
二

O
O

『
サ
イ
ボ
|
グ

・
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
』
(
巽
孝
之

・
小
谷
真
理
)
水
声
社

深
井
晃
子
他

二
O
一
O
「増
補
新
装
カ
ラ
l
版
世
界
服
飾
史
」
美
術
出
版
社

深
井
晃
子
他
編

二
O
一
二
「
吋

E
5
0
回

g己
主
平
凡
社

フ
ロ
ム

・
エ
l
リ
ツ
ヒ

一
九
六
五
『
自
由
か
ら
の
逃
走

新
版
』
(
日
高
六
朗
訳
)
東
京
創
元

ネ土

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ヴ
オ
ル
タ
l
二

O
O三
『
ハ
サ
l
ジ
ュ
論
』
第
①
巻
(
今
村
仁
司
、
三
島
健

一
ほ
か
訳
)
岩
波
書
庖

ホ
ッ
ケ

・
グ
ス
タ
フ
・

ル
ネ

一
九
八
七
『
迷
宮
と
し
て
の
世
界
l
|
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
美
術
』
(
種
村
季
弘
・
矢
川
澄
子
共
訳
)
美
術
出
版
社

ホ
ラ
ン
ダ
1

・
ァ
ン

一
九
九
七
『
性
と
ス
ー
ツ
l
現
代
衣
服
が
形
づ
く
ら
れ
る
ま
で
』
(
中
野
香
織
訳
)
白
水
社



グ
一
ア
ン
パ
ッ
ク
・
デ
イ
J

ア
イ
エ

二
O
一
一二
『モ
ー
ド
の
物
語
パ
リ

・
ブ
ラ
ン
ド
は
い
か
に
し
て

創
ら
れ
た
か
』
(
井
伊
あ
か
り
訳
)
文
化
出
版
局

ク
ル
テ
ィ
ー
ヌ
・
ジ
ヤ
ン
H
ジ
ヤ
ツ
ク

一
一O
一
O
『
別
世
紀
の
ま
な
ざ
し
の
変
容
』
(
ヰ
村
傑
監
訳
)
藤
原
書
庖

コ
ル
パ
ン
・
ア
一
フ
ン

二
O
一
O
『
日
世
紀
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
』
(
小
倉
孝
誠
訳
)
藤
原
書
庖

サ
イ
フ
ア
|
・
ワ
イ
リ
|

九
七

「現
代
文
学
と
美
術
に
お
け
る
自
我
の
喪
失
」

(
前
村
錠

一
郎
監
訳
)
河
出
書
房
新
社

一
一O
一
二
「
文
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』

(
野
島
秀
勝
訳
)
白
水
社

サ
ポ
リ
・
ミ
シ
ェ
ル

二
O
一
二
『
ロ
ー
ズ
・
ベ
ル
タ
ン

|

マ
リ
l

・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
モ
l
ド
大
臣
』
(
北
浦
春
香
訳
)
白
水
社
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ス
キ
ヤ
ツ
バ
レ
リ
・
エ
ル
ザ
二

O
O八
『
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・
ピ
ン
ク
を
生
ん
だ
女
私
は
い
か
に
し
て

伝
説
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
っ
た
か
』
(
長
津
均
訳
)

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
ジ
ッ
ク

・
デ
ィ
ヤ
ン

一
九
九

『
川
久
保
玲
と
コ
ム
デ
ギ
ヤ
ル
ソ
ン
』
(
生
駒
芳
子
訳
)

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

ス
タ
フ
ォ
ー
ド
・
パ

l
パ
ラ
・
冨

一
一O
O四
『グ

ッ
ド
・
ル
ツ
キ
ン
グ
』
(
高
山
宏
訳
)
産
業
図
書

二
O
O六
『
ボ
デ
ィ
・
ク
リ
テ
イ
シ
ズ
ム
』
(
高
山
宏
訳
)
産
業
図
書

セ
ネ
ッ
ト
・
リ
チ
ャ

l
ド

九
九

『
公
共
性
の
消
失
』
(
北
山
克
彦
、
高
階
悟
訳
)
晶
文
社
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的
な
形
質
を
与
え
る
よ
う
な
衣
服
を
制
作
し
て
い
る
、

さ
ら
に
、

一
方
で
西
欧
モ

1
ド
の
伝
統
的
な
美
の
規
範
を
維
持
す
る
ブ
ラ
ン
ド
も
ま
た
数
多
く
存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
時
代
精
神
と

し
て
の
無
化
さ
れ
た
「
身
体
」
と
い
う
本
稿
の
仮
説
は
成
立
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

モ
ー
ド
は
、
そ
の
芸
術
的
な
要
素
と
同
時
に
巨
大

な
商
業
的
側
面
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
対
立
に
も
一
応
の
決
着
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
の
フ
エ
ム

・
オ
ブ
ジ
ェ

(
男
性
か
ら
鑑
賞
さ
れ
る
客
体
的
な
女
性
美
)
を
作
り
続
け
る
ブ
ラ
ン
ド
の
多
く
は
デ
イ
オ
!
ル
、
パ
レ
ン
シ
ア
ガ
、
グ
ッ
チ
と
い
っ
た
伝
統
的
な
メ
ゾ
ン
、
あ
る
い

は
商
業
的
な
成
功
を
収
め
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
多
い
の
に
対
し
て

前
者
は
歴
史
的
な
出
自
を
持
た
な
い
独
立
し
た
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
本
耀
司
が
パ
レ
ン
シ
ア
ガ
の
チ
l
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
、

マ
ッ
ク

l
ン、

マ
ル
ジ
エ
ラ
が
そ
れ
ぞ
れ
ジ
パ
ン
シ
1
、
エ
ル
メ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
て
い
た
と
い
う
事
実
へ
と
目
を
向
け
る
の
で
あ
れ

-21ー

ば
、
商
業
的
な
モ
ー
ド
も
ま
た
、
表
現
的
な
要
素
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
r

こ
の
よ
う
に
、

モ
ー
ド
は

一
九
九

0
年
代
以
降
、
「
身
体
」
と
「
性
」

の
さ
ら
な
る
発
展
と
多
様
性
を
経
験
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
批
評
の
場
の
情
景
は
今

日
に
至
る
ま
で
、

「人
文
諸
学
科
の
草
刈
場
」
と
榔
指
さ
れ
た
一
九
六

0
年
代
の
美
術
史
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
有
様
で
あ
り
、

一
方
の
服
飾
史
家
も
ま
た
、

そ
れ
に

十
分
に
こ
た
え
ら
れ
ず
に
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
勺
だ
が
、
バ
ル
ト
が
「
無
秩
序
に
変
え
る
た
め
の
秩
序
」
と
さ
え
呼
ん
だ
そ

l
ド
と
い
う
現
象
も
ま
た
、
包
括
的
な

視
点
か
ら
再
定
義

・
再
構
築
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
代
精
神
を
反
映
す
る

一
つ
の
文
化
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
ω

そ
し
て
、

そ
う
し
た
視
座
を
与
え
る
た
め
に
歴
史
を
再
構
築
す
る
こ
と
は
モ

l
ド
の
言
説
が
直
面
す
る
焦
眉
の
問
題
な
の
で
あ
る
。



向
け
て
衣
服
を
作
る
そ

l
ド
の
コ
ン
セ
プ
チ
ユ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
系
譜
は
決
し
て
移
り
気
で
、
取
る
に
足
ら
な
い
よ
う
な
商
業
的
現
象
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
の
精

神
に
隣
接
し
た
文
化
現
匁
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

そ
し
て
、

。
。
冨
H
f
H

回
含
m
D〉
H
W
(
U

。

zm
こ
そ
が
、

そ
の
後
の
一
九
九

O
|二
0
0
0年
代
に
活
躍
す
る

マ
ル
タ
ン
・
マ
ル
ジ
ェ
ラ
を
代
表
す
る
ア
ン
ト
ワ
1
ブ
巴
凶
、

ア
レ
キ
サ
ン
タ

l
・
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
、

フ
セ
イ
ン
・
チ
ヤ
ラ
ヤ
ン
ら
や
一
二
世
紀
に
入
っ
て
活
躍
し
始

め
る
ア
ン
リ
ア
レ
イ
ジ
、
白
・
巧
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
い
っ
た
実
験
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
試
写
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
原
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
再
度
確
認
さ
れ
よ
う
r

し

か
し
、
こ
こ
で

一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
上
記
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
達
の
実
験
の
試
み
の
大
半
は
女
性
の
「
身
体
」
と
の
関
係
に
お
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、

男
性
服
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
固
定
さ
れ
た
「
身
体
」
像
が
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
差
異
は
、
幼
少
期
か
ら
自
身
の
肉
体
に
多
様
に
関

与
す
る
と
い
う
生
物
学
的
な
性
差
、
あ
る
い
は
、
依
然
と
し
て
存
在
す
る
社
会
的
な
性
的
規
範
に
因
る
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う

図⑤トム・ブラウン 三O一四年

秋冬コレクション出典;

http://www .fashion-

press.net/collections/gallery/9449/16 

6376 (二O一五年二月二日開覧)

し
た
セ
ッ
ク
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
こ
重
の
差
異
も
二

O

-20-

0
0年
代
か
ら
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
注
記
し

て
お
き
た
い
，
二

O
O
二
年
秩
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
パ
リ
コ

レ
ク
シ
ヨ
ン
に
参
加
し
た
エ
デ
ィ
・
ス
リ
マ
ン
に
よ
る
ロ
目
。
同

国
O
冨
冨
凹
は
西
洋
モ
ー
ド
を
支
配
し
て
い
た
従
来
の
マ
ッ
チ

ヨ
な
規
範
か
ら
一
変
し
て
中
世
的
で
細
身
な
新
た
な
男
性
像

を
作
り
出
し
、
二

O
O四
年
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て

い
る
ト
ム

・
ブ
ラ
ウ
ン

(
図
⑤
)
は
男
性
の
「
身
体
」
に
可
塑



こ
の
よ
う
に

一
九
八
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
黒
の
衝
撃
」

は
、
伝
統
的
な
西
洋
モ
ー
ド
の
美
の
規
範
に
対
す
る
「
異
議
申
し
立
て
」

で
あ
る
以
上
に
、

そ
の
時

代
の
精
神
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、

「穴
あ
き
」
、
「
非
対
称
」
、
「
オ
ー
バ
ー
サ
イ
ズ
」
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
は
「
身
体
」

の
危
機
と
い
う
モ

i
ド
が
直
面
し
た
問
題

に
対
す
る
服
飾
史
に
お
け
る
内
生
的
な
マ
ニ
エ

リ
ス
ム
5
的
展
開
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
崩
壊
し
た

「
身
体
」
と
い
う
観
念
を
前
に
、
作
ら
れ
た
衣
服
が
再
び
肉
体
と
出
会
う
時
、
疎
外
さ
れ
て
い
た
肉
体
的
な
感
覚
は
再
び
匙
る
こ
と
と
な

る
。
観
念
的
な
「
身
体
」

の
位
相
ま
で
押
し
や
ら
れ
た
肉
体
が
未
知
の
形
質
を
か
た
ど
る
衣
服
と
出
会
う
そ
の
場
は
ま
さ
し
く
西
洋
に
と
っ
て
「
衝
撃
」

足
り
え

た
の
で
あ
っ
た
。

ー
結
論
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こ
う
し
て
、
や
や
遠
回
り
な
が
ら
も
、
衣
服
の

モ
ー
ド

「
着
方
」
が
人
々
の
肉
体
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
、

そ
の
後
、

モ
1
3

「
流
行
」

へ
と
変
容
す
る
の
に
並
行
し
て

「
身
体
」

が
い
ど
の
よ
う
な
精
神
的
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
、

そ
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
き
た
か
と
い
う
服
飾
史
の
概
略
を
描
写
し
て
き
た
。

今

一
度
、
衣
服
は
「
そ
れ
を
着
用
す
る
肉
体
を
も
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
美
的
実
践
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
立
ち
返
れ
ば
、
こ
う
し
た
無
化
さ
れ
た
「
身
体
」
J、、

g
本
稿
に
お
け
る
歴
史
的
定
数
と
し
て
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
定
義
は
グ
ス
タ
フ
・
ル
ネ

・
ホ
ッ
ケ
『
迷
宮
と
し
て
の
世
界
』
に
依
拠
し
て
い
る
が
、

岐
に
わ
た
る
。
詳
し
く
は
次
を
参
照
。

岡
田
温
司
『
肖
像
の
エ
ニ
グ
マ
|
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
論
に
向
け
て
』
第
五
章

そ
の
解
釈
は
多

[
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
論
再
考
|
解
釈
さ
れ
た
ーーー、

て7

コニ
フ
'-
L......J 



う
サ
イ
ズ
区
分
に
よ
っ
て
規
格
化
さ
れ
た

「
身
体
」

の
喪
失
と
流
動
化
す
る
自
意
識
を
繋
ぎ
止
め
る
拘
束
衣
と
し
て
、
あ
る
い
は
す
で
に
自
己
を
喪
失
し
、
何
者
で

も
な
く
な
っ
た

「
身
体
」

へ
の
、
だ
れ
の
た
め
で
も
な
い
が
故
に
万
人
が
袖
を
通
す
と
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
抱
え
た
衣
服
で
あ
っ
た
。
あ
ら

ゆ
る
形
質
、
性
を
超
越
し
、
融
合
し
て
ゆ
く
サ
イ
ボ

l
グ
と
化
し
た

ら
想
像
上
の
、

「信
じ
う
る
も
の
」
と
し
て
の
キ
メ
ラ
へ
と
変
一
容
す
る
、

世
界
観
に
痘
撃
を
も
た
ら
す

「
身
体
」

は
も
は
や
、
何
物
で
あ
る
か
と
い
う
特
定
を
か
い
く
ぐ
り
、
「
存
在
し
う
る
も
の
」

7)> 

こ
う
し
た
存
在
の
揺
ら
ぎ
は

「
知
覚
す
る
主
体
」
と
し
て
中
心
に
自
己
を
据
え
る
遠
近
法
的

そ
し
て
、

そ
の
痘
鐙
は
図
④
で
見
ら
れ
る
ニ
ッ
ト
に
穿
た
れ
た
「
穴
」
左
な
っ
て
表
れ

る
。
多
く
の
批
評
家
は

「
ス
イ
ス
チ
ー
ズ
」
評
し
た
こ
の
ニ
ッ
ト
に
穿
た
れ
た
「
穴
」
か

ら

一
九
六

0
年
代
に
流
行
し
た
ヒ
ッ
ピ
!
の
文
字
通
り
の
“
ボ
ロ
"
や

一
九
七

0
年
代

- 18-

に
活
躍
し
た
ヴ
イ
ヴ
イ
ア
ン
・
ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
パ
ン
ク
ス
タ
イ
ル
へ
と
続
く
事
後
加

工
的
な
殻
損
の
系
譜
と
の
関
連
性
や
、
「
佑
び
・
寂
び
」
と
い
っ
た
日
本
的
な
未
完
の
美
5

に
そ
の
根
源
を
求
め
た
。

し
か
し
、

そ
れ
は
無
作
為
に
穿
た
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
規
則

正
し
い
動
き
を
続
け
る
編
み
機
の
編
針
を
入
念
な
計
算
に
基
づ
い
て
取
り
外
す
こ
と
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
「
だ
ま
し
絵
」
的
に
知
覚
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Z
C
ロ
oz
g開
〈
自
由

4
M
E
E
.
8
h
H
S
m
旬、、-?凶
Y
R
E
n
r
L
hミ
q日
Q
h自
民

ibsshHば
g
h
u
(
二
五
六
項
、
二

O
O七
年
)



図③

一九九三年春夏『ウノレトラ、ンンフノレJ期

典.“THESTUDY OG COMME des 

二七項

殺
に
よ
る
ハ
タ

l
ン
上
で
の
実
験
の
結
果
に
帰
結
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
く
は
伝
統
的
な
裁

断
方
法
の
黙
殺
で
は
な
く
、
そ
の
衣
服
を
着
用
さ
せ
る
前
提
と
な

る
「
身
体
」
が
製
作
の
過
程
に
お
い
て
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う

点
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
と
お
り
、

一
九
八

0
年
代
は

「身
体
」
が
サ
イ
ボ

l
グ

と
い
う
他
者
の
侵
入
に
よ
っ
て
そ
の
同
一
性
が
希
薄
と
な
る
危
機

の
時
代
で
あ
っ
た
。
完
成
さ
れ
た
衣
服
と
い
う
形
質
は
常
に
そ
の

- 17-

土
台
と
な
る
「
身
体
」
と
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。

し
か

し
、
そ
の

「
身
体
」

が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
時
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
衣
服
を
纏
わ
せ
る
「
身
体
」
を
放
棄
し
、
素
材
、
衣
服
の
形
態
を
か
た
ど
る
型
紙
へ
の
技
術
へ
の
没

入

コ
ン
セ
プ
ト
を
衣
服
へ
投
影
す
る
寓
意
性
へ
と
赴
く
の
だ
。

吉
本
隆
明
は
こ
う
し
た
川
久
保
の
衣
服
に
対
し
て

「西
欧
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
倣
で
も
な
け
れ
ば
、
民
族
的
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
か
ら
く
る
エ
キ
ゾ
テ
イ
ズ
ム
で
も
な

い
不
明
の
根
源
か
ら
着
想
さ
れ
た
も
の
コ
」

と
い
う
指
摘
を
し
て
お
り
、

そ
の
本
質
を
と
ら
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

川
久
保
の

「
黒
」
・
「
オ
ー
バ
ー
サ
イ

ズ
」
は
決
し
て
陰
黙
礼
讃
の
美
学
や
一
枚
の
布
を
も
っ
て
人
体
を
包
み
込
む
着
物
の
日
本
的
感
性
に
根
ざ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
西
洋
的
な
里
頁

P
と
い

コ
吉
本
隆
明

「
イ
メ
ー
ジ
論
」
『
全
集
撰
7
』
(
一
九
八
八
、

三
六
項
)



(
吋

O
ゲ

5
g
g
回
)
」
と
「
脆
弱
さ
(
同
g恒
r
q
)
」
が
紙
一
重
と
な
っ
た
人
為
的
な
産
物
が
、
自
ら
が
支
配
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
肉
体
は
機
械
と
の
接
続
に
よ
っ
て

容
易
に
他
者
か
ら
想
依
さ
れ
、
そ
の
自
由
を
失
う
過
程
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
コ
さ
ら
に
彼
の
代
わ
り
と
な
っ
て
人
間
的
な
活
動
を
再
現
し
始
め
る
装
着
さ
れ
た

義
手
は
肉
体
が
も
は
や
自
ら
の
一
貫
し
た
管
理
下
か
ら
離
れ
行
く
未
来
を
予
告
す
る
の
で
あ
る
‘

そ
し
て
の
。
冨
宮
開
営
団
の
〉
開
。
。
Z
∞
が
一
九
八
二
年
に
発
表
し
た
衣
服
も
ま
た
、
こ
う
し
た
文
脈
へ
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
外
部
へ
投
影
さ
れ
た
理
想
像
と
し
て
の
「
身
体
」

へ
と
向
け
て
衣
服
を
作
り
上
げ
る
西
洋
モ
ー
ド
の
伝
統
が
直
面
し
た
危
機
に
対
す
る
答
え
の
提
示
で
あ
り
、
川

久
保
は
そ
の
対
象
を
あ
え
て
放
棄
し
、

deu--一
ィ

J

テ
ル
ノ

「
内
的
構
図
」

へ
と
デ
ザ
イ
ン
の
源
泉
を
求
め
る
の
で
あ
っ
た
。

図②『ウノレトラシンフ〉レ』期

ドレス、 パターン画 一九九三年

俸夏『ウノレトラシンフノレJ期
出典:“THESTUDY OG COMME 

z
e
凶J
同
同
匂凶
A
q
b
M
、
む
の
h
p式
出
向
旬
、
g
b
h
旬
、
。
~
く
hm

g
問
書
、
二
五
項

二
O
項
・三
二
項

「身
体
」
と
い
う
観
念
の
消
失
を
乗
り
越
え
る
川
久
保
の
手
法
は
古
典
的
な
西
洋
モ

l
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ド
の
美
の
規
範
に
対
す
る
反
抗
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
左
右
非
対
称
な
デ
ザ
イ
ン
に
最

des GARCONS'二六項

も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
図
②
は
九
二
年
に
発
表
さ
れ
た
図
③
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

の
型
紙
で
あ
る
が
、
南
谷
え
り
子
は
公
E

2

3

b

さ
~
v
h
o』
s
h
E
s
b
h
h
q
s
h
u

の
中
で
、
こ
の
ド
レ
ス
に
対
し
て
技
術
的
な
解
説
を
加
え
て
い
る
が
5
、
そ
こ
で
は

。
C
P
E
E
2
0
馬
。
o
z
∞
に
お
け
る
非
対
称
は

「
正
式
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ト
レ
l

ン
グ
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
5
」
ゆ
え
に
可
能
と
な
っ
た
西
洋
モ

l
ド
の
技
術
的
伝
統
の
黙



図
①
の
右
側
に
位
置
す
る
人
聞
が
ス
テ
ラ
l
ク
で
あ
り
、

「
第
三
の
腕
」
と
呼
ば
れ
る
義
手
が
装
着
さ
れ
た
彼
の
肉
体
に
は
さ
ら
に
、
世
界
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
デ
l
タ
に
従
っ
て
筋
肉
を
刺
激
す
る
特
殊
な
パ
ッ
ト
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
の
肉
体
は
、
こ
の
筋
肉
刺
激
用
ハ
ッ
ト
を
通
じ
て
世
界
中
か
ら
見
ず

ニ
こ
の
語
の
語
源
は
「
固
い
」

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

図①「フラクタルな肉体J(“Fractal Flesh") 

出典;“Stelarcand the Body" 

ttp://www.ctri-z.net.au/articles/issue-2/stefl-

Istelarc-and廿le-body/(二O一五年三月二日閲覧)

知
ら
ず
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
送
ら
れ
て
く
る
信
号
に
よ
っ
て
随
意
と
不
随
意
の
聞
を
さ
ま
よ
い
自
ら

の
意
志
で
は
相
御
し
き
れ
な
い
ち
ぐ
は
ぐ
な
行
動
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
自
分
と
他

者
と
い
う
境
界
が
体
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
機
械
を
介
し
て
消
失
す
る
と
同
時
に
、

「
第
三
の
腕
」
は
あ

た
か
も
彼
の
肉
体
の

一
部
の
よ
う
に
動
き
始
め
、
絵
を
描
き
だ
す
ο

こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
じ
て
ス
テ
ラ

l
ク
が
表
現
す
る
「
分
裂
し
た
身
体
」
と
は
、
新
た
な
他

者
で
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
自
然
対
人
工
と
い
う
境
界
線
の
内
破
と
い
う
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円
マ
ジ
リ
一一ア
ィ

脆
弱
さ
が
露
呈
し
た

「身
体
」
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
人
聞
が
作
り
出
し
た
観
念
の
「
強
さ

(
円
O
H
)
戸
凶
作
H
H
O
由

回

)

区

」

γ
ア
リ
'
イ
ル

の
裏
返
し
で
も
あ
る
の
だ
い
人
為
的
な
営
み
に
よ
る
所
産
は
常
に
脆
弱
な
パ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、

一
度
外
的
な
力
に
よ
っ
て
突
き
崩
さ
れ
れ
ば
、

そ
れ
は
細
や
か
な

断
片
へ
と
な
る
危
険
性
を
有
し
て
い
る
。

に
お
い
て
も
玄
た
、

ロ
パ
ス
ト

「
強
さ

「
フ
ラ
ク
タ
ル
な
肉
体
」

と
い
う
意
味
を
持
つ
ラ
テ
ン
語
、

J
oゲ

5
2
7
か
ら
派
生
し
て
お
り
、
本
来
は
オ

I
ク
の
木
か
ら
で
き
た
人
為
的
な
も
の
に
対



リ
ス
で
成
功
し
た
試
験
管
ベ
イ
ビ

l
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
加
熱
し
た
臓
器
移
植
と
い
っ
た
人
体
の
工
業
化
、
断
片
化
、
商
品
化
を
具
現
化
す
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

!
と
機
械
と
の
接
続
に
よ
っ
て
自
然
の
創
造
物
た
る
人
間
を
拡
張
し
よ
う
と
試
み
る
サ
イ
ボ

1
グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
現
実
味
を
帯
び
る
よ
う

に
な
っ
た
3

こ
う
し
た
変
化
に
対
し
て
ダ
ナ

・
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
(
ロ
o
ロロ
m
同
月
白
老
若
)
は
「
サ
イ
ボ
l
グ
形
姿
た
ち
(
出
mcg):
・
は
主
体
と
客
体
、
自
然
的
な
も
の
と
人

工
的
な
も
の
の
内
破
(
岡
田
1
25
ロ)」
H

M

(

高
橋
透
訳
)
と
し
て
、
人
間
の
存
在
を
規
定
す
る
新
た
な
輪
郭
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。
主
体
と
客
体
、
自
然
物
と

人
工
物
と
い
う
対
立
項
を
形
成
し
て
い
た
境
界
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
出
現
に
よ
り
無
効
化
さ
れ
、
「
人
間
/
動
物
/
機
械
三
が
入
り
混
じ
っ
た
状
態
へ
と
陥
る
。
こ

う
し
て
封
建
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
近
代
以
降
の
西
洋
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
外
界
か
ら
独
立
し
た
知
覚
す
る
主
体
た
る
自
由
な
存
在
と
し
て
の
「
身
体
」
と
い
う
遠
近

法
的
世
界
観
は
窪
鑑
を
き
た
し
、

「
身
体
」

の
実
体
的
性
格
と
い
う
観
念
は
新
た
な
危
機
に
瀕
し
、

そ
の
輪
郭
を
失
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
人
間
の
純
血
性
、
あ
る
い
は

か
さ
れ
る
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
の
世
界
に
お
い
て
描
か
れ
る
。
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そ
の
尊
厳
が
他
種
と
の
混
滑
に
よ
っ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
未
来
像
は
同
時
期
の
文
学
に
お
い
て
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
人
間
の
支
配
権
が
横
領
さ
れ
、
人
間
の
文
明
が
脅

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
時
代
に
お
け
る

「身
体
」
へ
の
揺
さ
ぶ
り
へ
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
芸
術
家
の
ひ
と
り
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ス
テ
ラ
l
ク
(
∞
g
F
5
)
が

、
ー、，o

'
u
w
-a，，仁
、

一
九
八

0
年
代
初
頭
に
彼
が
発
表
し
た
「
フ
ラ
ク
タ
ル
な
肉
体
」
(
之

lhrathugbJと
名
付
け
ら
れ
た
作
品
で
は
、
他
者
か
ら
の
侵
略
に
よ
っ
て
自
己
の
同

一
性
の
境
界
が
暖
昧
に
な
り
、
分
裂
し
て
い
く
肉
体
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

お

り

g
g出
向

2
a
“
ミ
ミ
S
F
5
.
S
E句、
hrgH凶
作
ミ
足

S
E.g
・
3
包
句
、
。
ミ
§
ー
ミ

3Fobshhga--35ば』
1
8
8ミ
r
b
5
3
3
3
(
一
二
項
、

一
九
九
七
)

ロ
奥
野
卓
司
『
人
間

・
動
物
・
機
械
』
二

O
O
二



ベ
b

・
エ
ホ
ノ
ク

ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
さ
な
が
ら
、
奇
し
く
も
再
び
ド
イ
ツ
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
都
市
、
ハ
リ
に
お
け
る
古
き
良
き
時
代
の

再
発
見
と
な
り
、
米
『
ハ
!
ハ
|
ス
・
バ
ザ
l
』
誌
の
当
時
の
編
集
長
、
カ

l
メ
ル
・
ス

ノ

1
8
2
5巴
∞

g
d〈
)
が
「
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
」
と
名
付
け
た
一
九
四
七
年

の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
イ
オ

l
ル
の
デ
ビ
ュ

ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
コ
ル
セ
ッ
ト
に
よ
る
砂
時
計
型
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
復
活
さ
せ
た
。
そ
の
後
も
「

H
ラ
イ
ン
」

九

五
四
年
)
、

「
A
ラ
イ
ン
」

(
一
九
五
五
年
)
な
ど
健
美
な
形
へ
の
追
求
を
続
け
、
人
々
は
彼
が
ミ
ュ
ー
ズ
へ
と
捧
げ
る
架
空
の
「
身
体
」
を
か
た
ど
る
シ
ル
エ
ッ
ト

に
追
従
し
て
い
っ
た

ま
た
、
同
時
代
に
活
躍
し
、

「
布
の
建
築
家
」
と
称
さ
れ
た
ク
リ
ス
ト
パ
ル

・
パ
レ

ン
シ
ア
ガ
も
ま
た
、

マ
ド
レ

l
ヌ
ヴ
イ
オ
レ
の
発
明
し
た

バ
イ
ア
ス
カ
ッ
ト
を
発
展
さ
せ
、
建
築
的
な
造
形
を
身
体
の
上
で
実
現
す
る
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
。

そ
の
後
、

一
九
六

0
年
代
よ
り
登
場
す
る
フ
レ
タ
・
ホ
ル
テ
は
モ

l
ド
界
の
衣
服
が
紡
ぎ
あ
げ
ら
れ
る
過
程
す
ら
も
工
業
化
し
、
流
行
を
つ
か
さ
ど
る
デ
ザ
イ
ナ
ー

- 13-

達
の

「身
体
」
像
を
∞
¥
冨

P
と
い
う
規
格
化
さ
れ
た
サ
イ
ズ
展
開
に
よ
っ

て
そ
の
硬
直
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
時
代
を
牽
引
し
た
イ
ヴ

・
サ
ン
ロ

l
ラ
ン
や
高

田
賢
三
の
世
代
に
は
、
そ
の
造
形
の
技
術
の
洗
練
は
飽
和
状
態
へ
と
達
し
、

モ
ー
ド
の
変
奏
は
ヒ
ツ
ピ
ー
や
ロ
ッ
ク
、
ジ
ー
ン
ズ
と
い
っ
た
周
縁
的
な
要
素
の
モ
!
ド

へ
の
昇
華
、
非
・
西
洋
人
に
よ
る
自
身
の
出
自
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
文
脈
の
中
で
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
「
身
体
」
と
い
う
観
念
が
も
た
ら
し
て
き
た
衣
服
の
形
態
へ
の
制
限
に
よ
る
造
形
美
の
伝
統
は
、

一
九
八

0
年
代
に
登
場
す
る
の
O
冨
冨
凹

門
戸

g
O〉
図
。

oz∞
に
、
そ
の
反
古
典
性
の
歴
史
的
妥
当
性
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
今

第
四
章
|
崩
壊
す
る
「
身
体
」

一
九
八

0
年
代
は
「
身
体
」

の
危
機
の
時
代
で
あ
っ
た

二
O
年
前
に
提
唱
さ
れ
た
「
サ
イ
ボ
|
グ
」
の
概
念
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
や
一
九
七
八
年
に
イ
ギ



こ
の
影
響
を
受
け
、
ダ
ダ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
作
品
の
中
で
は
戦
時
上
の
殺
強
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
た
肉
体
の
脆
弱
さ
が
し
ば
し
ば

切
断
さ
れ
た
四
肢
、
関
節
の
外
れ
た
手
足
、
歪
ん
だ
顔
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
登
場
し
た

し
か
し
、

「
身
体
」
を
そ
の
創
作
に
お
け
る
基
盤
に
据
え
る
服
飾
史
に
お

ト

u
ン
7
0
・v
イ
忌

い
て
は
、
こ
う
し
た
芸
術
家
と
最
も
近
し
い
距
離
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
エ
ル
ザ
・
ス
キ
ヤ
ツ
ハ
レ
リ
に
お
い
で
す
ら
影
響
が
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
ま
し
絵

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ニ
ッ
ト
や
電
話
機
の
形
を
し
た
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、

ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
逆
さ
に
し
た
帽
子
な
ど
を
発
表
し、

モ
ー
ド
の
側
か
ら
シ
ュ

i
ル
レ
ア
リ
ス
ム

へ
と
歩
み
寄
っ
た
エ
ル
ザ
・
ス
キ
ヤ
ツ
ハ
レ
リ
で
あ
っ
た
が
、
表
層
的
な
モ
チ
ー
フ
群
の
順
列
組
み
換
え
の
遊
戯
と
は
反
対
に
、
解
剖
学
的
な
肉
体
の
構
造
か
ら
は
逃

れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
、
こ
の
両
者
の
比
較
は
逆
説
的
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
身
体
性
の
呪
縛
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ヴ
ア
ル
タ

l
-
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

(者
巳
Z
円
一回

0
3
2
5ロ)
は
『
バ
サ
l
ジ
ュ
論
』
の
中
で
こ
う
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
性
質
を
「
あ
る
種
の
人
体
比
率
規
範
と
:
・
さ
ま
ざ
ま
な
形
象

の
気
ま
ぐ
れ
と
巧
妙
な
妥
協
に
す
ぎ
な
い
三
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り、

最
新
で
あ
る
こ
と
と
は

i
肩
バ
ッ
ト
や
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
正
具
を
用
い
て
、
肉
体

- 12-

へ
あ
る
程
度
の
可
塑
性
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
|
結
局
は
、
作
者
が
恋
意
的
に
そ
の
形
質
へ
と
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
自
然
物
で
あ
る
肉
体

が
抽
象
化
と
理
想
化
の
運
路
を
経
て
、
彼
ら
の
外
部
へ
と
投
影
さ
れ
る
「
身
体
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
輪
郭
を
美
し
く
見
せ
る
技
術
の
追
求
、
あ
る
い
は
、
そ
の
表
層

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
記
号
と
素
材
の
組
合

せ
術

の
堂
々
巡
り
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
傾
向
は
大
衆
化
の
進
む
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
に
は
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
中
世
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
に
蔓
延
し
た
悪
趣
味
な
様
式
、

ロ
ヴ
ア
ル
タ
l
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

(
今
村
仁
司
、
三
島
憲

一
訳
)
『
パ
サ
l
ジ
ュ
論
』
第

一
巻
(
二

O
O三、

四
一
項
)



の
対
話
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
r

さ
ら
に
、
ウ
オ
ル
ト
が
同
時
期
か
ら
開
始
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
お
い
て
、

ス
テ
ー
ジ
の
上
を
閥
歩
す
る
容
姿
端
麗
な

「
瓜
二
つ
」
達
の
肉
体
は
美
に
飢
え
る
女
性
た
ち
の
理
想
と
欲
望
が
投
影
さ
れ
る
生
き
た
ス
ク
リ
ー
ン
へ
と
変
容
し
、
女
性
た
ち
に
模
範
的
な
「
身
体
」
と
い
う
規
範

を
課
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
十
八
世
紀
の
近
代
人
た
ち
は
伝
統
的
な
権
威
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
な
「
個
人
」
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
世
界
と
の
粋
を
断
た
れ
た
無
力
な

存
在
と
し
て
孤
立
し
た
。
さ
ら
に
は
貨
幣
経
済
の
出
現
に
よ
る
労
働
の
性
質
の
変
容
に
よ
り
、

か
れ
ら
の
肉
体
は
効
率
の
た
め
に
規
格
化
さ
れ
た
、
「
身
体
」
と
し
て

抽
争
化
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の

「
身
体
」

へ
の
ま
な
ざ
し
の
変
化
は
衣
服
が
作
ら
れ
る
過
程
に
お
い
て
も
、

デ
・
，イ
ナ
ー

そ
の
作
者
の
眼
前
か
ら
実
存
す
る
肉

体
を
奪
い
去
り
、
彼
ら
は
外
部
へ
と
投
影
さ
れ
た

「
身
体
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
へ
向
け
て
衣
服
を
繕
う
の
で
あ
っ
た
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第
三
章
|
硬
直
化
す
る
「
身
体
」

し
か
し
、
観
念
化
さ
れ
た
肉
体
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
身
体
」
と
い
う
集
合
的
無
意
識
は
一
九
一
四
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
揺
ら
ぎ
を
見
せ
る
こ

と
と
な
る
，
二
O
世
紀
の
初
め
に
飛
躍
的
に
殺
傷
能
力
が
向
上
し
た
重
火
器
や
、
戦
車
・
飛
行
機
な
ど
の
新
兵
器
が
投
入
さ
れ
た
と
の
戦
争
に
お
い
て
、
戦
前
の
伝
統

的
な
西
洋
の
戦
争
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
騎
兵
に
よ
る
個
人
対
個
人
の
短
期
決
戦
は
、
長
距
離
射
程
を
有
す
る
無
差
別
的
な
武
器
に
よ
る
消
耗
戦
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
ζ

は
る
か
彼
方
の
匿
名
化
さ
れ
た
敵
か
ら
の
攻
撃
に
よ
ろ
肉
体
へ
の
損
傷
は
、
前
世
期
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
悲
惨
な
も
の
で
あ
り
、
機
械
に
対
す
る
人
間
の
肉
体

の
脆
弱
さ
が
露
呈
さ
れ
た
。
さ
ら
に
シ
ェ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
(
白
}
M
O
-
-

各
onw)
と
呼
ば
れ
る
戦
闘
ス
ト
レ
ス
反
応
と
不
十
分
な
医
療
設
備
が
原
因
で
壊
死
を
免
れ
る
た
め
に

切
断
さ
れ
た
負
傷
兵
た
ち
の
惨
烈
な
姿
は
戦
後
の
帰
還
兵
た
ち
の
精
神
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
た
，



な
特
徴
が
明
ら
か
に
大
げ
さ
に
強
調
さ
れ
て
い
る
三
衣
服
を
女
性
が
身
に
着
け
る
と
と
が
何
に
も
代
え
が
た
い
証
拠
と
し
て
扱
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、

一
九
世
紀
初
頭
は
ミ
シ
ン
の
発
明
や
産
業
革
命
を
経
験
し
た
も
の
の
、
未
だ
祷
雑
な
工
程
を
要
す
る
女
性
服
を
、

一
着
ず
つ
時
間
を
か
け
て
仕
立
て
る
こ
と
が
、
そ
の

ま
ま
自
身
の
夫
や
愛
人
の
持
つ
富
を
象
徴
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

一
八
五

0
年
代
以
降
、
ボ
ン
・
マ
ル
シ
ェ

(
一
八
五
一
一
年
、

ア
リ
ス
テ
ッ
ド
・
ブ
シ
コ

l
創
業
)
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
女
性
の
消
費
も
ま
た
次
第
に
規

格
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
決
定
づ
け
た
人
物
に
、
現
在
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
祖
と
し
て
服
飾
史
に
名
を
残
し
て
い
る
シ
ヤ
ル
ル
・
フ
レ
デ
リ
ツ
ク
・
ワ

オ
ル
ト
(
の
『
出

-
g
p
a
O
3
0
w
君。
2
F
)
が
い
る
。

テ

i

f

l

一
八
二
五
年
に
イ
、
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
ウ
オ
ル
ト
は
ロ
ン
ド
ン
の
男
性
仕
立
服
百
で
経
験
を
積
ん
だ
後
、

一
八
四

七
年
に
フ
ラ
ン
ス
へ
と
渡
り
、
五
八
年
に
自
身
の
名
前
を
冠
し
た
ク
チ
ュ
!
ル
居
「
ワ
1
ス
・
エ
・
ホ
ベ
ル
ク
」
を
創
設
し
、
こ
の
庖
で
ウ
オ
ル
ト
は
従
来
の
女
性
服

の
伝
統
を
大
き
く
覆
す
こ
と
と
な
る
。
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ウ
オ
ル
ト
は
自
身
の
庖
に
お
い
て
、
顧
客
は
も
は
や
完
成
し
た
ド
レ
ス
を
自
に
す
る
た
め
に
数
週
間
と
待
つ
こ
と
は
な
く
、
彼
は
彼
女
た
ち
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め

出
来
上
が
っ
た
服
の
見
本
を
「
瓜
二
つ
」
と
呼
ば
れ
る
庖
員
に
着
さ
せ
、
す
で
に
「
試
着
で
き
る
」
状
態
で
提
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
購
入
を
決
意
し
た
顧
客
た
ち

は
部
分
的
に
サ
イ
ズ
を
調
整
さ
れ
た
完
成
品
を
受
け
取
る
だ
け
と
な
っ
た
。
顧
客
自
身
が
購
入
し
た
生
地
を
仕
立
て
屋
に
持
っ
て
い
き
、
そ
こ
で
男
性
仕
立
て
屋
が
当

時
の
流
行
に
基
づ
い
て
そ
の
人
の
体
型
に
沿
っ
た
衣
服
を
繕
う
と
い
う
従
来
の
方
式
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
チ
ュ
リ
エ
シ
」
肉
体
の
関
係
は
、
生
身
の
顧

客
の
千
差
万
別
な
肉
体
か
ら
解
放
さ
れ
、
ト
ル
ソ
ー
と
理
想
的
な
身
体
比
率
を
具
え
た
女
神
の
「
身
体
」
と
い
う
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
外
部
へ
投
影
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と

H
D

ソ
l
ス
テ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン

(
高
哲
男
訳
)
『
有
閑
階
級
の
理
論
』
(
一
八
九
九
、

七

一
八
項
)



り
、
彼
ら
の
肉
体
は
、
こ
の
新
し
い
市
場
に
お
い
て
均
一
化
さ
れ
た

「
時
間
に
対
し
て
賃
金
を
得
る
道
具
ご
と
な
っ
た
で
あ
る
c

そ
の
結
果
、
規
格
化
の
趨
勢
は
ま
ず
、
女
性
服
に
先
立
っ
て
男
性
の
衣
服
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た

そ
し
て
、
彼
ら
が
身
に
纏
っ
た
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
フ
リ

ュ
ー
ゲ
ル
(
』
o
yロ
ECm円
巴
)
が
「
男
性
の
大
い
な
る
放
棄
」
と
さ
え
呼
ん
だ
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
に
由
来
す
る
、
禁
欲
的
な
黒
い
布
で
仕
立
て
ら
れ
た
ト
ラ
ウ
ザ
!
と
フ
ロ

ツ
ク
コ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
階
級
を
覆
い
隠
す
仮
面
と
し
て
、
勤
勉
な
労
働
者
と
し
て
の
人
格
を
象
徴
し
、
貨
幣
経
済
に
お
け
る
「
効
率
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

機
械
化
さ
れ
た
身
体
」
を
体
現
す
る
制
服
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
八
二
O
年
頃
に
発
明
さ
れ
た
イ
ン
チ
を
基
準
に
測
定
を
す
る
巻
尺
は
統
計
学
的
な
身
体
比
率
を
発

見
し
、
既
製
服
の
製
造
を
可
能
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
仕
立
て
屋
は
一
部
の
顧
客
を
除
き
、
規
格
化
さ
れ
た
無
数
の
大
衆
へ
と
衣
服
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
，

こ
う
し
た
単
純
化
さ
れ
た
肉
体
と
し
て
の

「
身
体
」
の
発
明
は
服
飾
の
分
野
に
隈
ら
ず
、
よ
り
広
義
な

一
七
世
紀
末
に
興
り
、
十
八
世
に
ヨ

l
ロ
ツ
ハ
を
席
巻
し
た

啓
蒙
思
想
と
そ
れ
に
伴
う
文
化
革
命
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
科
学
、
文
学
、
そ
し
て
医
学
の
分
野
に
お
い
て
身
体
は
次
第
に
範
曙
化

(
g
g
m日
民
主
弓
己
、
体
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系
化
(
印
w
m
Z自
民
主
5
ロ
)
、
標
準
化
(
回

g
ロ
門戸
R
e
N巳
5
ロ
)
と
い
う
「
光
学
的
賛
肉
落
と
し
」
を
施
さ
れ
、
細
身
に
な
り
、
肉
体
的
な
複
雑
さ
と
多
様
さ
は
忘
却
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
由

そ
の
一
方
で
、
革
命
直
後
の
女
性
服
は
、
視
覚
的
、
技
術
的
に
均
質
化
さ
れ
て
い
く
男
性
服
に
対
し
て
、
蓄
積
さ
れ
る
財
を
消
費
す
る
顕
示
的
な
文
化
活
動
の
担
い

手
と
し
て
の
役
割
を
一
身
に
負
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
未
成
熟
な
市
場
に
お
い
て
、
先
天
的
な
身
分
に
代
わ
る
信
頼
の
証
と
な
さ
れ
た
日
常
生
活
と
い
う
担
保
の
、

口

伝
え
で
評
価
さ
れ
る
と
い
う
特
質
上
、

「
着
用
者
が
あ
ら
ゆ
る
卑
近
で
、
生
産
的
な
仕
事
を
免
除
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
れ
に
不
向
き
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
細
や
か

∞
エ

l
リ
ッ
ヒ

・
フ
ロ
ム
(
日
高
六
郎
)
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
(
一
九
六
五
、
一
三
六
項
)

由
パ

l
パ
ラ
・
冨
・
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
(
高
山
宏
訳
)
『
ボ
デ
ィ

・
ク
リ
テ
イ
シ
ズ
ム
』
(
二
O
O
六、

一
四
五
項
'
一
四
六
項
)



次
第
に
効
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
個
人
主
義
の
萌
出
と
王
室
の
求
心
力
の
没
落
の
兆
し
が
漂
う
十
八
世
紀
後
半
、
流
行
の
支
配
は
そ
の
威
厳
を
保
つ
最
後
の

手
段
で
あ
っ
た
?
し
か
し
、
十
八
世
紀
の
半
ば
に
至
る
ま
で
、
衣
服
が
人
々
の
身
分
と
人
格
、
そ
し
て
肉
体
を
直
接
的
に
馴
致
す
る
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
は

言
え
、
技
術
的
な
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
作
る
男
性
仕
立
て
屋
と
女
性
裁
縫
士
た
ち
は
、
顧
客
区
々
の
自
然
の
創
造
物
た
る
肉
体
に
対
し
一
着
ず
つ
服
を
作
り

続
け
て
い
た
d

個
々
の
肉
体
は
政
体
を
構
成
す
る
有
機
的
な
存
在
と
し
て
彼
ら
の
前
に
現
存
し
、
衣
服
を
仕
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
自
然
を
馴
致
し
、

あ
る
べ
く
姿
を
与
え
る
こ
左
と
同
義
で
あ
っ
た
の
だ
。

第
二
章
|
規
格
化
さ
れ
る
肉
体
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一
七
八
九
年
に
勃
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
衣
服
の
形
態
の
変
化
の
決
定
権
を
宮
廷
か
ら
市
民
文
化

へ
と
移
行
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
旧
制
度
の
崩

壊
と
職
業
選
択
の
自
由
を
認
め
た
一
七
九
三
年
施
行
の
法
令
は
人
々
を
先
天
的
な
束
縛
か
ら
解
放
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
伝
統
的
な
身
分
制
度
に
よ
っ
て

結
ば
れ
て
い
た
人
々
と
世
界
と
の
繋
が
り
を
断
ち
切
り
、
彼
ら
は
自
身
の
存
在
の
寄
る
辺
な
さ
と
い
う
新
た
な
責
苦
に
襲
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
時
代
に
お
け
る
人
々
の
不
安
は
、
階
級
に
代
わ
る
新
た
な
規
矩
を
求
め
、
社
会
的
規
範
や
性
的
役
割
が
発
生
し
た
。
そ
し
て
衣
服
は
、
こ
れ
ら
の

新
た
な
規
範
の
媒
介
の
一
つ
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
自
由
と
依
存
の
倒
錯
し
た
撞
着
、
さ
ら
に
は
、
使
用
価
値
か
ら
交
換
価
値

へ
と
生
産
物
の
本
質
が
変
容
す
る
こ
と
と
な
っ
た
資
本
主
義
社
会
に
お
い

て
、
働
き
手
で
あ
っ
た
男
性
は
世
襲
的
な
仕
事
場
を
離
れ
、
単
に
商
品
を
作
ろ
/
売
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
身
の
人
格
さ
え
も
ま
た
商
品
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。

つ
ま



て
の
た
め
に
そ
の
効
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
の
は
、
太
陽
王
と
し
て
知
ら
れ
る
ル
イ
十
四
世
で
あ
っ
た
。

混
沌
と
し
た
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
期
か
ら
再
び
秩
序
を
取
り
戻
し
た
バ
ロ
ッ
ク
期
に
立
脚
し
た
ル
イ
十
四
世
の
絶
対
主
政
下
で
は
、

王
権
神
授
説
に
よ
る
世
界
の
再
構

築
が
至
上
命
令
と
な
り
、
主
は
世
界
の
起
源
に
立
つ
者
、
す
べ
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
包
す
る
も
の
と
し
て
君
臨
し
た
。
そ
し
て
、
(
仏

)
nd
g
P
3
(世
界
/
社
交
界
)

の
頂
点
に
君
臨
す
る
王
、

す
べ
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
包
す
る
神
で
あ

っ
た
こ
の
絶
対
君
主
は
、
宮
廷
に
お
け
る
厳
密
な
宮
廷
作
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
権

威
を
「
身
体
コ

l
ド
」
に
よ
っ
て
可
視
化
す
る
こ
左
で
そ
の
正
当
性
を
誇
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
王
が
主
催
す
る
表
象
の
劇
場
で
あ
る
社
交
界
に
登
場
す
る
名

土
た
ち
の
装
い
は
個
人
的
な
表
現
の
領
域
に
属
す
る
こ
と
な
く
、
先
天
的
に
決
定
さ
れ
て
い
た
身
分
と
王
の
決
定
し
た
作
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
衣
服
の
内
容
と

ー

コ

ン

A

ラ
ナ

ン
ス

表
現
の
意
味
関
係
は
癒
着
状
態
に
あ
り
、
作
法
と
身
分
/
性
格
の
適
合
性
4

の
対
応
関
係
を
生
み
出
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は

「
モ
ノ
」
と

「イ
メ
ー
ジ
」
が
分
離
し
た
意

-7-

味
作
用
の
機
能
は
存
在
せ
ず
、
意
味
と
内
容
は
ま
さ
し
く
壁
の
よ
う
な
関
係
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
、
衣
服
に
意
味
を
与
え
る
前
・
記
号
的
な
営
み
は
法
に
よ
る
理
性
的
な
支
配
と
は
異
な
る
魔
術
的
な
権
力
の
領
域
に
属
し
て
い
た
c

生
地
と
い
う
自
然
を

F

フ
リ
f
ラ

イ

ズ

テ

ク

牢

l

物
質
化
す
る
技
術
と
し
て
の
モ

l
ド
、
あ
る
い
は
正
し
い
装
い
の
方
法
と
し
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
は
つ
ま
り
、
自
然
を
物
質
化
し
世
界

へ
意
味
を
流
通
さ
せ
る
記

号
の
生
成
の
方
法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
肥
大
す
る
領
土
と
そ
れ
に
伴
う
制
度
の
複
雑
化
と
自
治
の
増
大
、
知
的
・
文
化
的
革
命
を
遂
げ
た
啓
蒙
時
代
の
洗
礼
を
受
け
、
中
世
的
な
魔
術
的
営
み
は

振
る
舞
い
を
類
型
化
し
、

(
』

gロ門目。
F
H凶
回
門
戸

u
b円
。
)
は
『
カ
ラ
ク
テ
ー
ル
』
(
一
六
八
八
年
)

そ
の
結
果
と
し
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
身
分
/
性
格
が
与
え
ら
れ
る
と
し
た
。

に
お
い
て
、

「
礼
儀
作
法
」
と
し
て
の
着
こ
な
し
、

斗
ジ
ヤ
ン
・
ド
・
ラ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ

i
ル



て
流
通
し
て
い
た
。
衣
服
の
着
方
が
こ
う
し
た
宮
廷
文
化
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
に
至
る
の
は
、
十
三
世
紀
末
に
ま
で
遡
る
。

当
時
の
度
重
な
る
十
字
軍
遠
征
の
失
敗
は
教
皇
の
権
威
の
失
墜
を
招
き
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
軍
を
指
揮
し
て
い
た
諸
国
王
へ
の
権
力
の
集
中
化
が
生
じ
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
た
な
帝
国
都
市
へ
は
、
様
々
な
地
域
か
ら
傭
兵
や
商
人
と
い
っ
た
乱
暴
狼
籍
の
新
興
勢
力
が
流
入
し
、
宮
廷
文
化
は
彼
ら
に
対
し
て
、
個

人
・
集
団
へ
の
暴
力
を
減
少
さ
せ
つ
つ
社
会
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
次
第
に
洗
練
さ
れ
た
「
行
儀
作
法
」
を
生
み
出
し
、
自
ら
の
肉
体
を
管
理
す

ナ

ー

セ
レ
ヴ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

る
必
要
を
自
覚
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
「
乱
暴
で
抑
制
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
風
習
」
は
、
和
ら
げ
ら
れ
、
「
行
儀
作
法
」
に
よ
る
「
自
己
抑
制
」
は
宮
廷
社
会
で
生

き
残
り
、
成
功
す
る
た
め
の
個
人
の
必
須
要
件
と
な
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
で
「
手
」
を
意
味
す
る
d
出

HEm--か
ら
派
生
し
た
こ
の
語
は
文
字
通
り
、
身
の
こ
な
し
方
や
食

事
の
仕
方
、
着
用
す
べ
き
衣
服
の
慣
習
を
取
り
決
め
る
「
手
」
の
制
度
で
あ
り
、
人
々
に
対
し
て
し
か
る
べ
く
振
る
舞
い
を
強
制
す
る
外
的
な
束
縛
と
し
て
の
機
能
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

-6ー

ポ
↓
ィ
・

ホ
リ
忌

e

J

宮
廷
社
会
が
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
へ
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
諸
宮
廷
へ
集
中
し
た
権
力
が
安
定
し
だ
す
と
、
政
体
の
構
成
が
な
さ
れ
始
め
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程

に
お
い
て
、
人
々
の
肉
体
は
「
身
振
り
」
や
「
衣
裳
」
と
い
っ
た
「
様
式
」
を
視
覚
的
に
再
現
し
、
細
や
か
に
区
分
さ
れ
な
が
ら
も
流
動
性
を
示
す
階
級
を
特
徴
づ
け

る
唯
一
の
媒
体
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
宮
廷
文
化
は
最
も
高
い
階
級
に
属
す
る
人
聞
が
、
厳
格
な
身
分
制
度
と
「
行
儀
作
法
」
に
が
ん
じ
が

ら
め
で
あ
る
も
っ
と
も
不
自
由
な
種
類
の
人
種
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
一
種
逆
説
め
い
た
状
態
を
意
味
し
た
の
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
肉
体
と
文
化
的
な
様
式
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
関
係
を
最
も
熟
知
し
、
国
内
外
へ
の
自
ら
の
権
威
の
誇
示
、
宮
廷
内
に
お
け
る
政
体
の
秩
序
立



後
者
は
性
/
ジ
ェ
ン
ダ
l
は
肉
体
に
付
随
す
る
二
次
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
見
落
と
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
後
者
の
問
題
は
現
在
の
の
O
冨
旨
回
仏
2
0〉
図
。

o
z∞
へ
と
向
け
ら
れ
る
批
評
に
お
い
て
も
深
く
根
ざ
し
て
お
り
、

そ
の
後
、
川
久
保
が
積
極
的
に
取

り
上
げ
る
衣
服
と
性
差
の
問
題
の
起
源
と
し
て

「
黒
の
衝
撃
」
を
扱
う
批
評
が
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
川
久
保
の
作
品
の
出
自
は
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
山
本
耀
司
の

「
西
欧
的
な
女
性
性
へ
の
嫌
悪
感
由
」
と
は
異
な
り
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
、

西
洋
が
築

き
上
げ
て
き
た

一
貫
し
た
実
体
で
あ
る
「
身
体
」
と
い
う
観
念
の
無
化
と
い
う
現
代
の
危
機
/
時
代
精
神
に
隣
接
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
そ
れ
は
そ
の
後
、
性
差
や

衣
服
の
形
態
と
い
う
具
体
的
な
対
象
へ
と
向
け
ら
れ
、
九
0
年
代
以
降
台
頭
す
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
系
譜
を
作
り
あ
げ
た
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
衣
服
が
政
治
的
意
味
を
帯
び
始
め
た
中
世
か
ら
「
黒
の
衝
撃
」
が
発
表
さ
れ
る
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
服
飾
史
に
お
け
る
〈
肉
体
、

「
身
体
」
J、、
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と
向
け
ら
れ
た
作
り
手
の
ま
な
ざ
し

vを
精
神
史
的
手
法
に
よ
っ
て
分
析
し
、
八
。
。
冨
宮
開
島
o
m
O〉
同
刊
の

o
z
m
に
お
け
る
反
古
典
性
の
歴
史
的
正
当
性
vを
検
証
す
る

試
み
で
あ
る
。

第

一
章
l
馴
致
さ
れ
る
肉
体

フ
ラ
ン
ス
語
の
女
性
名
調
で
あ
る
JHHao--
が
「
流
行
」
と
い
う
意
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
八
世
紀
の
後
半
、

マ
リ

l
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
モ
!
ド
商

人

ロ
ー
ズ
・
ベ
ル
タ
ン
を
従
え
流
行
を
先
導
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
に
は
、
「
様
式
」
や
「
方
法
」
な
ど
何
か
を
行
う
際
の
手
順
を
意
味
す
る
語
と
し

白
山
本
耀
司
(
著
)
"
宮
智
泉
(
聞
き
手
)
『
服
を
作
る
・
モ
ー
ド
を
超
え
て
』
(
二

O
二
二
、
十
八
項
)



も
し
く
は
文
学
、
美
術
、

哲
学
と
い
っ
た
他
の
領
域
の
批
評
に
お
け
る
脱
構
築
の
言
説
ω

へ
と
組
み
込
ま
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
川
久
保
の
残
し
た
功
績
は
果
た
し
て
表
層
的
な
ア
ン
チ

・
モ
ー
ド
へ
と
回
収
す
る
だ
け
で
済
ま
さ
れ
る
流
行
の
一
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?

そ

し
て、

こ
う
し
た
数
多
く
の
考
察
か
ら
距
離
を
置
き
、
新
た
に

の
(
)
冨
冨
凹
仏

2
0〉
同
G
O
Z∞
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
改
め
て
分
析
す
る
た
め
に
は
、

い
か
な
る
視
座
が

存
在
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
従
来
の
モ
ー
ド
の
言
説
に
お
け
る
こ
つ
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
多
く
の
批
評
家
(
と
り
わ
け
社
会
学
者
)
に
、
衣
服
は
「
そ
れ
を

着
用
す
る
肉
体
を
も

っ
て
初
め
て
成
立
す
る
美
的
実
践
で
あ
る」

と
い
う
認
識
が
欠
知
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ゲ
オ
ル
ク

・
ジ
ン
メ
ル

(の

g円
m
g
5
5
0日
)

の

「
模
倣
の
弁
証
法
」
や
ソ
ー
ス
テ
イ
ン

・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン

(寸
Y
O
円
E
Sロ
〈
。

zoロ
)
の

「
顕
示
的
消
費
」
に
よ
る
流
行
の
分
析
、

『モ

l
ド
の
体
系
』
に
お
け
る
ロ
ラ

ン

・
バ
ル
ト

(MHo-EM仏
国
mw
H!け

y
o
m
)
の
記
号
論
的
解
釈
が
ま
さ
し
く
こ
れ
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
第
二
に
、
人
々
の
肉
体
の
認
識
は
各
時
代
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
歴
史
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
事
実
が
十
分
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
挙

げ
ら
れ
る
ε

「
黒
の
衝
撃
」
後
に
登
場
し
た
、

「
第
二
の
皮
膚
ご
と
し
て
の
衣
服
の
メ
タ
フ
ァ

l
、
あ
る
い
は
、
性
的
役
割
を
規
定
し
視
覚
化
す
る
装
置
と
し
て
の
衣

服
と
い
う
定
義
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
本
質
的
な
機
能
の
一
部
を
捉
え
て
い
る
も
の
の
、
前
者
は
「
身
体
」
印
の
歴
史
的
普
遍
性
を
暗
黙
裡
に
肯
定
す
る
危
険
性
を
苧
み
、

同
脱
構
築
(
仏
・

訟
の
O
ロ
E
E
a
p
o目
、
英

一門戸
0
8
5可戸
M
o
t
o
ロ
)
は
元
々
、
マ
ル
テ
イ
ン

・
ハ
イ
デ
ガ

l
著
、
『
存
在
と
時
間
』

に
登
場
す
る
「
口。
1
2
E
5ロ
」
の
仏

語
訳
と
し
て
ジ
ヤ
ツ
ク
・
デ
リ
ダ
が
用
い
た
語
で
あ
る
が
、
モ
ー
ド
の
言
説
に
お
い
て
は
、
ア
ン
チ
・
モ

l
ド
と
ほ
ぼ
同
等
の
使
用
を
さ
れ
て
お
り、

そ
の
定
義
は

極
め
て
暖
昧
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

品
目

c
m
b
E
o
F
O
B
Sロ
0
・F
5
0
2
0
ロ
ト
h
h
o
b
。

~g包一と
u
句、。
k
d
h
b
h令

6.Q口
。
句
円
旬
、
。
て
も
吉
田
mwb
h

鷲
田
清
一
『
ち
ぐ
は
ぐ
な
身
体
』
二

O
O五

印
本
稿
で
は
便
宜
上
、
人
間
の
「
か
ら
だ
」
を
、

別
し
使
用
す
る
。

一
九
八
三

生
き
ら
れ
た
媒
体
と
し
て
の
肉
体

(口
町
巴
円
)
と
、
人
々
の
観
念
的
な
存
在
で
あ
る

「
身
体
」

(00吋
匂
印
)

と
し
て
区



序
そ
の
シ
ー
ズ
ン
の
流
行
を
決
定
す
る
服
飾
モ
ー
ド
に
お
け
る
伝
統
と
権
威
の
象
徴
の
場
で
あ
る
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
川
久
保
玲
率
い
る
の

O
E
E出

円
四

g
D〉
出
O
O
Z∞、が

「黒
の
衝
撃
ニ

と
呼
ば
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表
し
た
の
は
一
九
八
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
一
部
の
保
守

的
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
シ
ッ
ク
」
、
「
精
神
病
者
の
服
」
な
ど
あ
か
ら
さ
ま
な
感
情
的
批
判
が
向
け
ら
れ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
背
に
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
を
引
き
、
そ
こ
か
ら
両
肩
へ
均
等
に
布
を
配
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
左
右
対
称
な
美
を
規
範
と
す
る
西
欧
モ

l
ド
に
対
し
て
、
川
久
保
が
発
表
し
た
、
無
彩
色
で
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
穴
が
開
き
、
布
の
端
は
処
理
さ
れ
る
こ
と
な
く
糸
が
垂
れ
下
が
っ
た
左
右
非
対
称
の
大
き
な
衣
服
を
纏
っ
た
無
表
情
な
モ
デ
ル
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
の

上
を
閥
歩
す
る
シ
ョ
ー
は
、
彼
ら
に
何
か
不
吉
な
、

死
を
喚
起
す
る
グ
ロ
テ
ス
ク
な
感
情
を
抱
か
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
J
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そ
し
て
、
今
日
に
お
い
て
半
伝
説
的
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
シ
ョ
ー
へ
の
批
評
は
数
多
く
紡
ぎ
だ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
が
「
穴
あ
き
」

や
「
左
右
非
対
称
」
、
「
オ
ー
バ
ー
サ
イ
ズ
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
へ
の
表
層
的
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

(
な
い
し
、
西
洋
的
な
美
を
内
面
化
し
た
「
佐
び
」
・
「
寂
び
」

の

美
意
識
を
持
つ
伝
統
的
な
日
本
文
化
)
表
象
回
、
あ
る
い
は
西
欧
の
服
飾
史
に
お
け
る
美
の
規
範
へ
の
確
信
犯
的
な
反
抗
と
い
う
ア
ヴ
ア
ン
ギ
ヤ
ル
ド
性
へ
の
賞
賛
、

ニ
九
八
二
年
に
年
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

4
0
国
臼

J
E冨
〉
宮
O
寸
O
と
共
に
川
久
保
玲
が
発
表
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
総
称
。

日
こ
れ
は
日
本
国
外
に
限
っ
た
事
例
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
『
巴
寸
己
何
回
回
国
〉
d
↓J
同
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
未
来
性
」
展
(
二

O
一
二
年
七
月
二
八
日
|
一
O
月
八

日
東
京
都
現
代
美
術
館
)
に
お
い
て
「
陰
磐
礼
讃
」
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
、
そ
こ
に
「
黒
の
衝
撃
」
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
衣
服
が
展
示
さ
れ
て
い
た
も
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「
黒
の
衝
撃
」

論
再
考

ー
前
近
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の

「
身
体
」

観
と
モ
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の
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神
史
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